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歯
江
戸
の
賑
わ
い
処
「
亀
戸
梅
屋
敷
」

江
戸
時
代
、
亀
戸
に
は
呉
服
商
・
伊
勢
屋
彦
左
衛
門
の
別
荘
「
清
春
庵
」
が
あ
り
、
そ
の
庭
に
は
見
事

な
樽
の
木
々
が
生
え
て
い
ま
し
た
。
立
春
の
塀
に
な
る
と
江
戸
中
か
ら
人
々
が
北
十
間
州
や
竪
州
を
舟
で

や
っ
て
き
て
、
こ
の
地
は
た
い
そ
う
賑
わ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

特
に
、
庭
園
の
な
か
を
数
十
丈
（
1
5
0
m
）
に
わ
た
り
彼
が
地
中
に
入
っ
た
り
出
た
り
す
る
一
本
の
梅
が

名
高
く
、
評
判
を
聞
き
つ
け
こ
の
地
を
訪
れ
た
水
戸
光
園
は
、
ま
る
で
竜
が
臥
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
と
感

嘆
し
、
そ
の
木
に
「
臥
竜
梅
」
の
名
を
与
え
ま
し
た
。
ま
た
、
八
代
将
軍
・
徳
川
吉
宗
は
、
一
旦
土
に
入
っ
た
枚
が
、

再
び
地
上
に
遣
い
出
る
様
を
生
命
の
循
環
に
な
ぞ
ら
え
、
「
世
継
ぎ
の
樽
」
と
命
名
し
賞
賛
し
た
そ
う
で
す
。

「
亀
戸
梅
屋
敷
」
の
名
で
人
気
を
博
し
た
こ
の
梅
の
名
所
は
、
多
く
の
浮
世
絵
で
題
材
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

な
か
で
も
浮
世
絵
師
・
歌
州
広
重
が
安
政
三
年
（
1
8
5
7
年
）
に
描
い
た
『
名
所
江
戸
育
景
』
の
「
亀
戸

樽
屋
敷
」
は
、
江
戸
の
時
代
に
海
を
越
え
、
か
の
フ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
が
模
写
（
作
品
名
「
日
本
趣
味
‥

樽
の
花
」
／
1
8
8
7
年
）
す
る
な
ど
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
か
ら
評
価
さ
れ
た
傑
作
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

粋
な
江
戸
っ
子
た
ち
を
魅
了
し
、
そ
の
名
を
世
界
に
知
ら
し
め
た
「
亀
戸
梅
屋
敷
」
。

当
時
の
如
き
販
わ
い
の
場
と
し
て
、
そ
し
て
、
江
戸
／
下
町
／
亀
戸
の
粋
な
歴
史
と
文
化
を
世
界
へ
発
信

す
る
拠
点
と
し
て
、
当
館
を
「
亀
戸
棉
屋
敷
」
と
名
付
け
ま
し
た
。



∴‾＋㍉　二
下町観光案内所

⊂コロ

多目的ホール

［＝］□

甜　　毎≡毒ク　　　　甜　　甜　　宕毒牙

〔スカイダック乗降所〕

施
設
案
内
図

∵
－

く
禁
亀
雷
、
閲
鎗

し
た
「
亀
戸
樽
屋
敷
」
。

こ
こ
は
、
観
光
案
内
や

名
産
品
驚
、
各
線鴎

八∴㍉－－

…
江
戸
時
代
末
期
か
ら
続
く
莞
二

技
法
毒
り
な
が
ら
、
伝
統
工
一

芸
士
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
一

転
酢
酢
一

…
る
江
戸
－
切
子
。
鋭
敏
な
カ
ッ
ト
　
Ⅷ

八
多
目
的
ホ
ー
ル

■
　
会
合
や
講
演
会
、
各
種
展
示
会

…
ま
で
、
催
事
内
容
に
合
わ
せ
て

…
レ
イ
ア
ウ
ト
が
可
能
な
ホ
ー
ル

…
で
す
U
ご
希
望
に
よ
っ
て
は
ケ

ー
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
ご
相

Ⅷ
　
談
も
承
り
ま
す
。

胴
　
最
大
座
席
数
は
1
1
0
席
。

脚

　

1

0

0

0

円
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入

亀

戸

名

産

店

亀
戸
は
、
創
業
二
百
余
年
の
老
舗
か
ら
話
題
の

新
味
ま
で
多
彩
な
美
味
し
い
も
の
や
、
伝
統
が

息
づ
く
モ
ノ
、
つ
く
り
が
集
う
街
で
す
。
そ
ん
な

自
慢
の
晶
を
一
堂
に
介
し
た
の
が
、
こ
の
物
産

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
暮
ら
し
に
彩
り
を
そ
え
る
、

亀
戸
の
愉
し
み
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

亀
戸
の
見
所
壱
軍
内
と
、

名
産
品
を
販
売
す
る
和

風
塗
り
の
空
間
で
す
。

取
り
扱
い
商
品
の
な
か

に
は
「
亀
戸
梅
屋
敷
」
だ

け
の
限
定
品
も
あ
り
、
お

土
産
に
お
す
す
め
で
す
。

入
火
の
見
櫓

亀
戸
梅
屋
敷
の
シ
ン
ボ
ル
と
も

い
え
る
、
高
さ
約
8
m
の
大
き
な

櫓
は
防
災
無
線
放
送
設
備
で
も

あ
り
ま
す
。
緊
急
時
に
は
亀
戸

地
域
住
民
を
は
じ
め
、
皆
様
の

安
全
の
た
め
に
活
躍
し
ま
す
。

地
域
住
民
、
そ
し
て
観

光
の
お
客
さ
ま
の
交
流

の
場
と
し
て
、
ど
な
た
に

も
気
軽
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
i
つ
ろ
ぎ
カ
エ
間

で
す
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
や

展
示
▲
会
も
開
催
し
ま
す
。

入
漆
喰
浮
世
絵

八
ス
カ
イ
ダ
ッ
ク

…
当
館
は
、
都
内
初
の
水
陸
両
用

バ
ス
「
ス
カ
イ
ダ
ッ
ク
」
の
発
着

二
て
ミ
ナ
ル
で
す
。
古
き
良
き

“
下
町
の
雰
囲
気
や
水
彩
都
中

一
川
摘
描
紺
招
悠
楽

入
浮
世
絵
ア
ド
ボ
ー
ド

歌
川
広
重
に
よ
る
「
名
所
江
戸

百
景
亀
戸
梅
屋
敷
」
の
浮
世
絵

を
、
漆
喰
職
人
の
松
本
勉
氏
が

立
体
作
品
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

実
際
に
触
っ
て
い
た
だ
け
る
、

当
館
な
ら
で
は
の
一
作
で
す
。

名
作
「
名
所
江
戸
百
景
亀
戸
梅

屋
敷
」
を
舞
台
に
現
代
の
お
店

や
ブ
ラ
ン
ド
、
商
品
を
紹
介
す

る
広
告
ポ
ー

入
浮
世
絵
サ
ロ
ン

「
絹
粧
那
露
鰐
雛
…

†
　
ぉ
愉
し
み
い
た
だ
く
場
と
し
て

■
　
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ド
は
当
館
な

ら
で
は
の
名

物
。
ど
ん
な

企
業
の
広
告

か

‥

。

江

戸
と
今
の
タ

イ

ム

ス

リ

ッ

プ
を
ご
堪
能

く
だ
さ
い
。


